
 

 

麻布大学同窓会 生命・環境科学部会便り 
 

 

……… 生命・環境科学部会からのお知らせ ……… 

 平成２７年度は、同窓会役員交代がありますので、役員候補を広く募集しています。 

任期は、理事３年、代議員１年です。 

役員を受けても良い方は、同窓会事務局に連絡をお願いします。 

その時は、お名前・卒業学科・卒業年・住所・電話番号・メールアドレス・最寄駅も 

一緒に連絡をお願いします。 

 

１ 現在の同窓会組織の仕組みは？ 

 →獣医部会、動物応用部会、生命・環境科学部会の 3部会と各都道府県の支部組織からな

ります。 

  （支部は、最初、獣医部会が組織していましたが、現在は全ての部会が含まれています） 

 →会長 1名（立候補又は推薦者を代議員会で選出） 

  副会長 3名（各部会の代表者） 

  理事（獣医部会 3名、動物応用部会 3名、生命・環境科学部会 8名） 

  代議員（獣医部会 4名、動物応用部会 4名、生命・環境科学部会 12名） 

  （代議員は、構成学科毎に 4 名の計算で、生命・環境科学部会は 12 名です） 

 

２ 会員は？ 

 →麻布公衆衛生短期大学卒業生、麻布大学卒業生で構成しています。 

 →卒業生は、全員正会員となります。 

 同窓会活動を支えるために、会費（年会費 2000円）を納入した場合は、維持会員と

され、会報が届きます。 

  ⇒ 役員は、維持会員で構成しています。 

 

３ 生命・環境科学部会の活動は？ 

 →部会規約を基に、無理のないように活動をしています。 

 →具体的活動としては、 

  ・部会の開催（年 1～2回開催しています） 

  ・麻布大学環境科学研究会の後援、会員へ参加の呼びかけ及び参加 

  ・大学祭催しへの協力（同窓会コーナーへの参加） 

  ・大学催しへの協力（ホームカミングデーへの参加呼びかけと参加、要請のあった委員

選出等） 

 

 

４ 生命・環境科学部会からのお願い 

 → 部会活動を連絡するにあたり、郵送等は会費の都合により、できないことが多いので、

メールアドレス判明者への連絡が主となっています。 

   皆様のメールアドレスをご連絡いただければ、部会活動の案内メールを一斉送信する

ことができますので、同窓会事務局にご連絡をいただけますようお願いいたします。 

   また、平成 27年度は、理事・代議員の改選がありますので、引き受けが可能な方は、

希望役員を連絡いただけますようお願いします。（理事会出席：年 2 回程度、代議員会

年 1回：平成 27年度は 6月第 1土曜日、役員は維持会員が条件です。） 

    

   メールアドレス等連絡先：麻布大学同窓会事務局 doso@azabu-u.ac.jp 

            （連絡事項：卒業年、氏名、メールアドレス、住所、電話番号） 

 

            生命・環境科学部会代表 土田 千鶴子 

                        望月 雅裕 

                        阿比留 悠 

 

       平成２６年１２月 

 

 

－ＰＳ－同窓会の開催時には、同窓会事務局に「卒業生個人情報利用申請書」を申し込むと

必要な部分の宛名ラベルと一覧表のサービスがありますのでご利用ください。 

 

 

平成 26 年 10 月 4 日 

第 34 回麻布環境科学研究会 

一般演題の発表風景 → 

 

 

研究会は毎年開催され、予定はホーム

ページへのアップがありますので、積極

的な参加をお願いします。 

 

 

 

……… 次に、部会規約と部会議事録の一部を添付いたします。……… 

mailto:doso@azabu-u.ac.jp


麻布大学同窓会生命・環境科学部会規約 

第１章 総   則 

（名 称） 

第 1 条 本会は、麻布大学同窓会 (以下「本部」という) 会則第 7

条第 1項の規定により設置した生命・環境科学部会 (以下「部

会」という。) と称する。 

（所在地） 

第 2 条 部会の事務所は、神奈川県相模原市中央区淵野辺 1-17-71

麻布大学内の本部事務局内に置く。 

（目 的） 

第 3条 部会は、部会員の親睦融和を図るとともに、本部の目的およ

び事業の達成に寄与するものとする。 

（事 業） 

第 4条 部会の事業は、次のとおりとする。 

(1) 本部が行う事業に関すること。 

(2) 学園・大学が行う事業等に関すること。 

(3) 各種学会での同窓会ブースの開設等に関すること。 

(4) 部会員の交流に関すること。 

(5) 準会員との交流に関すること。 

(6) その他目的を達成するために必要と認めるもの。 

第２章 部 会 員 

（会 員） 

第 5条 本部会則第 5条第 1号に規定する正会員で、同会則第 7条第

2項に基づき本部会に所属する者を部会員とする。 

第 6条 部会員は、部会の活動に協力するものとする。 

第３章 役   員 

（役 員） 

第 7条 部会に次の役員を置く。 

(1) 代    表       1 名 

(2) 副 代 表        2 名 

(3) 理   事     6 名  

(4) 幹   事     若干名  

（役員の選任） 

第 8条 前条の役員は、次により選任する。 

2 理事は、部会員の中から、9 名（部会員の学科別に臨床検査

技術学科 3名、食品生命科学科 3名、環境科学科 3名）を役員

会において選出する。 

3 代表および副代表は、理事の互選により選出する。 

4 幹事は、部会の年齢構成に鑑み役員会において若干名選出す

る。 

（役員の任期） 

第 9条 役員の任期は 3年とし、再任は妨げない。ただし、再任は原

則 2期までとする。 

2 役員に欠員が生じたときは第 8条の規定により選任し、その

任期は前任者の残任期間とする。ただし、役員会が会務の運

営に支障がないと認めたときはこの限りでない。 

（役員の任務） 

第 10 条 代表は、部会を主宰・総括し、本部および他部会との連絡

調整にあたる。 

2 副代表は、代表を補佐する。また代表が事故あるときは、会

務を総括する。 

3 幹事は部会員の意見、情報を集約し、部会の活動へ反映する

よう努める。 

（本部役員の兼務） 

第 11 条 代表は、本部会則第 11 条第 2項に規定する副会長の職を兼

務する。 

  2 理事（代表を除く）は、本部会則第 11 条第 3項第 3号に規定

する生命・環境科学部会理事を兼務する。 

第４章 役 員 会 

（役員会の構成） 

第 12 条 役員会は、第 7条に規定する役員により構成する。 

（役員会の開催） 

第 13 条 役員会は、代表が必要に応じて随時召集する。 

  2 役員会の議長は、代表がこれに当たる。 

（役員会の機能） 

第 14 条 役員会は、第 4条の事業に関する事項を協議し、その会務

を執行する。 

  2 役員会は、第 7条に規定する役員を選任する。 

3 役員会は、部会の活動に必要な場合、本部会則第 5条第 2号

に規定する準会員にオブザーバー参加を求めることができるも

のとする。    

（議事録） 

第 15 条 議長は、議事録を作成し保管するとともに、適切な方法に

より部会員へ周知するよう努めるものとする。 

第５章 補   則 

（規約の改廃） 

第 16 条 この規約の改廃は、役員会の議を経て、本部会則第 7条第

3項の規定による理事会の承認を得て行うものとする。 

（その他） 

第 17 条 部会の運営に関し、この規約に定めのないものは、役員会

で決定するものとする。 

 附 則 

１ この規約は平成 25 年 11 月 30 日に制定し、施行する。 

２ この規約施行の際、本部会則第 10 条の役員の任にある者は、第

11 条に定めるところにより第 7 条の役員とみなし、その任期は、

本部役員の任期に準ずる。 

３ 第 8条第 2項の臨床検査技術学科、食品生命科学科および環境科

学科の卒業学科別会員には、それぞれ学科の前身である公衆衛生短

期大学若しくは大学の関連する学科若しくは研究科を卒業した会

員を含むものとする。 

４ 麻布大学同窓会健康環境部会規約並びに麻布大学同窓会衛生技

術部会規約（平成 9年 5月 24 日から施行）は、廃止する。 

 

 

平成 25 年度第 1 回生命・環境科学部会 会議録 

日時：2013 年 5 月 25 日 午後 5時～6時（代議員会終了後） 

場所：110 周年記念会館 会議室 

参加者：土田、望月、阿比留、久松、黒田、廣井、滝沢、新名谷、ア

キューツ  記録：望月 

１ 第 5回生命・環境科学部ホームカミングデイ（仮称コミュニティ広場） 

1) 場所：学食「カフェテリア」（10 月 25 日、土曜日） 

2) 大学のホームカミングデイと共催（場所が同一であったこと等から） 

・同窓会 3部会として行えるように働きかける交流委員会に打診、交

流委員会の学際割振に入れて貰う件：アキューツ委員担当 

・大学の広報に同窓会の共催を入れていただく等の交渉（詳細は一任、

決定事項はメールで送信）：久松委員 

・予算と宣伝は大学と部会の予算で行えるように検討する。 

・ホームカミングデイについては同窓会としても広報活動を行う。 

・参加人数把握は大学にお任せする。（ネームプレート等？） 

２ 今後の活動 

1)麻布環境科学研究会への参加 

・大学祭での部会単独のホームカミングデイの実施は今後困難となる

ことから、麻布環境科学研究会において同窓会として参画し、維持

会員増加に努めてはどうか。 

・同窓会から演題を出す。 

・研究室の先生方に協力依頼をし、メーリングリストを作成して、同

窓会からも研究会への参加者を募る。 

2)次回の会合による部会会議までは、メール会議で部会活動をする。 

・メールは、学内の部会員である先生方に協力いただくためにも、情

報共有のためメール会議時にはなるべく CC 送信する。 

 

平成 25 年度第 2 回生命・環境科学部会 会議録 

日時：2013 年 7 月 21 日 午後４時～８時 

場所：光愛 

参加者：土田、阿比留、繁原、久松、滝沢、黒田、廣井、小森、アキ

ューツ、石崎、曽川（敬称略）  記録：土田 

１ 環境科学研究会への参加について 

1)環境科学研究会を平成 25 年度は、9月 14 日（土）に予定していて、

卒業生から現在の業務内容と学生へのメッセージをいただきたい

と依頼があった。 

  研究会の概要・運営形式 

午前中（10 時半～11 時半くらい）卒業生からの話 

 午後  市民公開講座 

   発表は口演からポスター形式にする予定 

2)1)への参加形態としてパネルディスカッション形式とし、「麻布大

学で学んで（仮称）」というタイトルのもと、環境科学研究会の発

足時のお話を千葉の相模会から 1 名、各学科卒業生 1 名ずつの 4

名にパネラーとして 10 分ずつ話していただいて、質疑応答の形式

をとる。 

3)パネラーは、相模会：神谷（予定）、環境保健学科：望月、衛生技

術学科：土田、環境政策学科：廣井となった。 

4)環境科学研究会との交渉は土田が、村山先生、石崎先生と行い進める。 

２ ホームカミングデイについて 

1)生協カフェテリアで大学もホームカミングデイを行うことから、共

催とする。 

2)大学のとりまとめは、経営企画課入試広報担当で、主として中山課

長で、7月中に詳細が決まる予定。 

3)麻布大学 4号館（麻布大学生協カフェテリア：旧学生寮）にて、平

成 25 年 10 月 26 日（土）の大学祭初日開催予定 

4)学食・寮であった 4号館取り壊しのため、卒業生、学生ともに名残

を惜しむため、生協カフェテリアで開催する。 

5)寮生には、大学で名簿を作成中、案内も大学から、開催に係るポスタ

ー等すべて大学で、同窓会は共催として経費の一部を負担する予定。 

 

平成 25 年度第３回生命・環境科学部会 会議録 

日時：2013 年 11 月 30 日 午後４時～８時 

場所：110 周年記念会館及び旧光愛 

参加者：土田、望月、繁原、滝沢、黒田、小森、古畑、荻原、曽川（敬

称略）  記録：土田 

１ 今後の部会活動について 

1)環境科学研究会への参加 

 平成 26 年度においては、部会員が研究発表として参加を予定する。 

2)大学ホームカミングデイへの協力 

 平成 25 年度から部会主催でなくなったため、参加の呼びかけで協

力をしていく。 

3)大学祭への協力 

 例年、部会に協力の割振りがあるので、協力を願う。 

4)部会便りの作成について 

 年 1 回くらい編集してホームページにアップする。 

２ 役員選出について 

1)代議員 12 名の選出は、まず基本は 3学科（母体となった短大・大

学の学科を含む）の代表が 4 名ずつ選出することを基本とするが、

選出が難しいときには、学科均等にこだわることなく選出を行う。 

2)理事・代議員の選出にあたっては、代表のみでは選出する年代の巾

が狭くなる危険性があるので、部会の学内先生方に御協力を依頼す

る。 

3)平成 26 年度の代議員の選出では、控えている理事交代を考慮し、

部会の理解を深める意味も含めて、理事候補者を選出していく。 

4)次回選出理事には、部会の円滑な運営のため、可能なら学内先生 2

名を選出する。 

 

 

平成 26 年度第 1 回生命・環境科学部会 会議録 

日時：2014 年 10 月 4 日 午後６時～８時 

場所：ほっとけー 

参加者：土田、望月、阿比留、繁原、黒田、阿部(敬称略)記録：土田 

１ 役員改選について 

 来年の役員改選に向かい、理事・代議員選出について話あった。 

理事・代議員とも選出には毎年苦慮することから、まず、部会員

を把握するため事務局から維持会員の宛名ラベル及び一覧表の利

用申請をし、役員改選の連絡を含めて部会便りを発行し、維持会員

へ連絡をすることとした。 

 また、その際、部会との連絡のため、メールアドレスを同窓会事務

局に連絡いただけるよう依頼し、事務局に来た返信を部会で掌握す

ることとした。 

２ 環境科学研究会への参加について 

今年の部会行事としての「麻布環境科学研究会への参加」の成功

から、来年以降も、生命・環境科学部会行事としては、麻布環境科

学研究会への参加の呼びかけとしていくことを確認した。 

 

平成２６年１０月２３日  

 同窓会長 小野口勝巳 様 

        生命・環境科学部会代表       

 土田千鶴子 望月雅裕 阿比留悠  

生命・環境科学部会活動状況報告（平成 26 年 4 月～10 月まで） 

 このことについて、下記のとおり報告いたします。 

記 

１ 「第 34 回麻布環境科学研究会」への参加 

平成 26 年 10 月 4 日開催、参加部会員 40 名(学外 34 名、学内 6名) 

今年の部会行事として、標記研究会への参加を行った。部会員の

参加状況としては、シンポジウム「最近話題の感染症とその予防」

の講師 3名、一般演題発表 5名を含む 40 名であり、終了後の懇親

会へも全員参加した。 

なお、環境科学研究会への一般口演への参加者は、学生、先生方、

卒業生合わせて 179 名の参加があり、市民公開講座では、一般の方

を含めて 95 名の参加があり、大盛況でした。 

２ 平成 26 年度第１回生命・環境科学部会会議 

－略－ 

 

平成 26 年度第 2 回生命・環境科学部会 会議録 

 

日時：2014 年 11 月 29 日 午後５時半～８時 

場所：餃子王 

参加者：土田、望月、阿比留、繁原、久松、黒田、古畑、荻原、 

石﨑、曽川、金澤（敬称略）  記録：土田 

１ 部会維持会員情報のとりまとめについて 

 部会便りの封筒詰めが、本日滝沢さんと望月さんの協力により

終了し、発送は同窓会事務局に依頼した。 

 今回の部会便りの目的は、部会員情報の収集と役員改選に向け

ての部会員の意向調査を兼ね、返信用葉書きを同封し、土田がとり

まとめる。 

２ 平成 27 年度役員改選に向けて 

理事 9名（1名は副会長兼部会代表）と代議員 12 名を選出にあ

たっては、部会便りの返信を参考として選出する。 

理事及び代議員は、部会規約にあるとおり 3学科から均等に選

出することを基本とし、まず、理事を選出し、次に代議員を可能な

限り定数を満たすように選出する。 

理事及び代議員は、維持会員であることが必須であるので、維

持会員でない者を選出する場合は、該当年度の維持会員となってい

ただく。 


